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L靭等天文學講話］を紹介す

木　野　千　里

　本書はお馴染みの山本一清博士の好著であります．恒星杜の血行で，定償

金熱烈五拾銭であります．

　初寅者の人達から，L最初に護むべき天文書は何か「と，度々問はれますが，

好い書物がないので，お答へに窮して居ましたところ，山本博士が良い本を

書いて下さいました事を愁謝致します．

　博士は斯道の爲め御多忙のことぼいふ迄もなく，叉，束奔酉走，席あたS

かなるに暇なしといふ有様なるに拘らす，日々お仕事の暇々に筆をお執りに

なりましたところの力作であります．その書き振りが親切で，要領を得て居

ますので，これなら初雪者の人達に満足を與へることを保謹致します．

　博士の序文の中にあります様にLチョークにまみれながら講話する積り「で

お書きになったのであります．

　專門仁者の書物は，如何に李易に書いたといはれましても，六ケ敷いのがお

きまりでありますが，流石は民衆を相手に各所で講話されま．す博士のことで

ありますから，その手心がよくお判りになって居ますので，こんな結構な書

物をお書き上げになったのであります，これで初學者は無論のこと，一通り

天文書を緬いた人達も，これによって今迄の知識を取り盗めるのにょい本で

あります．

　本書は序文，目次，本文，索引から成って居ます．それに爲賃版及び挿圃

が口絵の外に百四十八圖，圖表二，附録として簡易星雲が一葉あります．その

書き振りが雨笠で，掻いところに手のとぐく檬に，讃者をして満足させます・

　緒言L天文學とは何ぞや「から解き起し，天文學の定義としてL天文學とは天

龍や宇宙に關して研究する學問でありまして，昔から何れの國でも回れを耐：

會生活上最も大切な高爾な學問としてゐました「と喝破して居られます．それ

から進んで，天球學，天艦力學，天艦物理學の順序で述べられることを定め

られて居ます．

　第一章　星座と天球學は天球，種々の座標，星座，日週蓮動と年週運動，
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地球上の経度，緯度，日食と月食，歳差と章動，アベラシオンと覗差，遊星の

蓮動，望遠鏡の十節に別ち，これを更に細かく分けて説明してあります．

　第二章　天頃年學に入っては，引力説，軌道の問題，軌道の要素，撮動，太

陽系の組織と進化・第三章　天艦物理學は太陽の正艦，太陽論，日食の研究，

地球，火星，金星と水星，木星，土星，天王星，海王星など，地球の月，彗

星と流星，恒星，星の光度とスペクトル，星界の統計，固有蓮動と覗線運動

重星と連星，攣光星，星霧と星團とに細分して，到れり審せりであります・

　本書は讃むべき書物であると同時に，叉，見るべき書物であります・口絵に

は参の南天の星座が給入りで，天で最も賑かなオリオン星座を中心しまして，

牡牛，双子，大犬星座などが載せてあります．美しV・葛眞版や挿圖が殆んど

侮頁にありまして本文の三明を補ひ・，天文學者の三三も多く出て居ますので，

感じが非常によろしい．星座一一eg表は時々他の著書にもありますが，木星の

衛星の陰顯圓の如きは，天文年鑑以外には三二りませんで，小望遠鏡所有者

はこの圓にピン1・を得て日々の衛星の位置のスケッチをされたならば，一二

妙味を悟了せられることX存じます。叉，簡易星圃を巧に利用せらるSなら

ば，肉眼的恒星の名前や位置を畳えられる助けになることは無論であります．

　要するに本書は初回天文研究者の虎の巻でありまして，この一巻さへ讃破

されたならばアマチュア天文家として充分であります．趣味の天文學を研究

される人々は座右に必ず一本を備へられ，書に夜に本書を友とせられ，高爾

なる心境に入り，宇宙の三論審美を味はれることは，思想を善導する上に最

も必要と存じます．これ邦文初等天文書の白眉として．世に御紹介する所以

であります．

　　　　　　　　志願助手を繰る

志願助手若干名を募る，但し無給。至急，履歴書を添え，山本

霊長あて申込まれたし．
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花山天文皇


